
大空町図書館第４期５か年計画 

 
～人をつなぎ暮らしに役立つ図書館～ 

 

令和５年度～令和９年度 

 

 

 

 

 

 

 

大空町教育委員会 



1 
 

目 次 

 
第１章 計画の策定にあたって     ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２  

 １ 策定の趣旨            

 ２ 計画の位置付け           

 ３ 計画の期間            

第２章 大空町図書館の現状と課題   ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  ３ 

 １ 図書館施設の環境整備       

２ 図書館サービス          

   ①蔵書状況と資料収集       

   ②利用者と利用者サービス     

   ③レファレンスサービス      

   ④図書館事業           

   ⑤移動図書館車巡回サービス    

   ⑥ボランティア活動        

   ⑦図書館施設の活用        

３ 運営体制             

第３章 計画の基本的な考え方     ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１１  

 １ 基本理念             

 ２ 基本目標             

第４章 具体的な施策・事業      ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１１  

 １ 基本目標１ 町民の生涯にわたる自主的な学習を応援する図書館 

 ２ 基本目標２ 人と本、地域をつなぐ図書館 

 ３ 基本目標３ 郷土資料の活用に努め、豊かな文化を創造する図書館 

 ４ 基本目標４ 学校・家庭・地域を結び、地域教育力の向上を支える図書館  

 ５ 基本目標５ 暮らしや仕事、地域活動に役立つ図書館 

第５章 計画の推進に向けて      ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１５ 

 

（資料編） 

  １ 大空町図書館についてのアンケート調査の実施概要と集計結果   

  ２ 大空町図書館についてのアンケート調査の考察・グラフ 

  ３ 諮問・答申関係書類  



2 
 

第１章 計画の策定にあたって 

 

１ 策定の趣旨 

 

大空町には２つの図書館があります。一つは平成２年に女満別駅との複合施設として誕

生した女満別図書館です。１階は図書館と駅、喫茶店、２階は図書の閲覧スペースと舞台

付きの多目的ホール、３階は工房と書庫を有しており、図書館機能以外にも創作活動や舞

台芸能など町民が集まる工夫を施した施設となっています。また、平成６年には、東藻琴

生涯学習センター内に東藻琴図書館が誕生しました。陶芸などで利用するふるさと工芸館

の他、女満別・東藻琴地区の郷土資料が展示・保管され、住民の生涯学習推進施設となっ

ています。 

平成１８年、両図書館は大空町の誕生に伴い、大空町図書館として新たなスタートを切

り、平成１９年からは民間活力の導入による図書館の充実のため、指定管理制度を導入

し、民間業者による図書館の管理・運営がなされており現在に至っています。 

 今日、わたしたちを取り巻く社会環境はめまぐるしく変化を続けていますが、特に情報

技術の革新は目覚ましいものがあります。ＩＣＴ（情報通信技術）の発達により、誰でも

様々な情報が簡単に引き出せるようになり、くらしの豊かさを求める情報を収集しようと

する町民の欲求が高くなっています。その知的欲求に応えていくことも図書館の大きな使

命のひとつです。 

 また、本計画とともに 「子どもが読書の楽しさに気づき、自ら読書を楽しむことがで

きる環境の整備」をテーマとした「第４次大空町子どもの読書活動推進計画」を作成しま

した。その計画では、子どもの読書活動は「言葉を学び、感性を磨き、表現力を高め、想

像力を豊かなものにし、人生をより深く生きる力を身につける上で欠くことができないも

の」と定義しています。子どもの学力向上を視野に入れた子どもの読書活動を支える図書

館の役割は、大変重要です。 

 この計画は、第３期計画に引き続き、「人をつなぎ暮らしに役立つ図書館」をテーマと

して、これからの図書館の在り方を示し、求められる図書館環境の整備やサービスの向上

など、情報発信基地としての図書館機能の充実に向け、図書館サービスの基本理念を明ら

かにするために策定するものです。 

 

２ 計画の位置付け 

 

この計画は、「大空と大地の中でふれあいと語らいで創る感動のまち」をめざす『大空町

総合計画』の基本目標「のびやか文化のまちづくり」における部門別計画である『大空町教

育推進計画』の施策分野別計画として位置付けるものです。 
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３ 計画の期間 

 

この計画は、令和５年度から令和９年度までの５年間とします。 

 

第２章 大空町図書館の現状と課題 

 

１ 図書館施設の環境整備 

 

（現状） 

平成２年にオープンした女満別図書館は３２年が経過、東藻琴図書館は、平成６年のオー

プンで２８年が経過しています。女満別図書館は令和４年度に大規模改修を行いましたが、

経年劣化等に伴い修繕箇所も増えており、より快適な読書環境を継続するためには、計画的

に整備をしながら施設の維持・管理に努めて行く必要があります。また、図書館システムの

定期的な更新を図り、既存図書の有効活用を図る必要があります。 

 

（課題） 

■行政と指定管理者の連携の強化  

 両館とも今後さらに老朽化が進んでいくため、計画的な整備が必要です。 

行政と指定管理者が連携を図りながら整備計画を策定する必要があります。 

■資料を保全するための施設整備 

 収集した資料を永年保存・管理するための施設整備が必要です。 

■町民が望む図書館の環境整備 

 町民ニーズ調査により重要度の高かったＩＣＴ環境やより快適に本に親しんでもらう等

読書やサービス提供等に対する環境整備が必要です。 

 

２ 図書館サービス ʷ①蔵書状況と資料収集ʷ 

 

（現状） 

令和３年度末の蔵書数は、表１のとおり女満別図書館で１０８，４３０冊、東藻琴図書館

で７２，７３４冊となっています。町民一人あたりに換算すると２6.7 冊となります。 

 図書館資料の収集は、町民ニーズを把握し、特色を持たせるように努めてきました。 

蔵書構成割合を比較してみると、表２のとおり両館ともほぼ同じ割合の分類となって 

おり、「文学」、「児童書」、「絵本」で全体の６０％を占めています。収集した資料は、閲覧・

貸出に供するため保存・管理されていますが、両図書館とも書架がすでに飽和状態にありま

すので、効率的な保存方法を検討する必要があります。 
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（課題） 

■多種多様な図書館資料の収集 

 町民ニーズの把握に努めながら地域性に考慮した資料収集を進め、多様な蔵書の構築を

図ることが必要です。  

■図書の効率的な保存機能の充実 

 図書館が積極的に資料収集を進め、永続的に資料や情報の提供を行うためには、図書館資

料を適切に保存・管理する機能の充実が必要です。 

■ＡＶ資料や機材の充実 

 映像など視聴覚資料に対する町民要求も増えており、ＡＶ資料や機材の計画的な更新と

充実を図ることが必要です。 

表１ʬ蔵書冊数の推移ʭ 

年度（平成） H29 年度 H30 年度 R１年度 R２年度 R3 年度 

区  分 指定管理第 4 期 指定管理第 5 期 

蔵書冊数 

（冊） 

女満別図書館 109,820 109,162 108,318 108,723 108,430 

東藻琴図書館 72,865 72,979 72,550 72,305 72,734 

合計（大空町全体） 182,685 182,141 180,868 181,028 181,164 

表２ʬ令和３年度末の蔵書構成ʭ 

分  類 
女満別図書館 東藻琴図書館 

令和３年度蔵書数 構成比 令和３年度蔵書数 構成比 

一般図書 総  記 1,605 冊 2％ 911 冊 1％ 

哲学宗教 1,678 冊 2％ 1,038 冊 1％ 

歴史地理 3,398 冊 3％ 2,239 冊 3％ 

社会科学 6,505 冊 6％ 4,021 冊 6％ 

自然科学 3,350 冊 3％ 2,334 冊 3％ 

工学家事 6,223 冊 6％ 4,898 冊 7％ 

産  業 2,354 冊 2％ 1,615 冊 2％ 

芸術体育 5,985 冊 5％ 4,377 冊 6％ 

語  学 876 冊 1％ 518 冊 1％ 

文  学 28,059 冊 26％ 19,505 冊 27％ 

児  童 児  童  書 20,060 冊 18％ 13,491 冊 19％ 

絵  本 16,341 冊 15％ 13,638 冊 18％ 

紙  芝  居 1,143 冊 1％ 546 冊 1％ 
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そ  の  他 コミック 1,813 冊 2％ 64 冊 0％ 

雑  誌 1,456 冊 1％ 1,227 冊 2％ 

郷土資料 5,640 冊 5％ 1,591 冊 2％ 

視  聴  覚 1,943 冊 2％ 709 冊 1％ 

そ  の  他 1 冊 0％ 12 冊 0％ 

合    計 108,430 冊 100％ 72,734 冊 100％ 

表３ʬ図書購入費ʭ 

年  度 H29 年度 H30 年度 R１年度 R２年度 R3 年度 

区  分 指定管理第 4 期 指定管理第 5 期 

町民一人当

たりの図書

購入費（円）

女満別図書館 713 719 726 741 750 

東藻琴図書館 1,326 1,335 1,350 1,384 1,418 

合計（大空町全体） 904 912 923 942 958 

図書購入費

総額（千円） 

女満別図書館 3,560 3,540 3,531 3,511 3,511 

東藻琴図書館 2,994 2,994 2,994 2,994 2,994 

合計（大空町全体） 6,554 6,534 6,525 6,505 6,505 

 

２ 図書館サービス ʷ②利用者と利用者サービスʷ 

 

（現状） 

令和３年度末の利用登録者数は、表４のとおり女満別図書館で２，５０８人、東藻琴図書

館が１，０３２人で大空町人口（６，７９１人）に占める登録率は５２．１％になりました。 

 開館日・開館時間は、東藻琴図書館と女満別図書館で相違があります。東藻琴図書館は、

認定こども園・学校との連携のため、平日を開館しています。また、女満別図書館は、駅と

の複合施設という特殊事情のため、駅利用者や仕事帰りの方などに利用いただけるよう夜

間（午後８時まで）も開館しています。現状の開館日・開館時間が利用者の支持を得られる

よう、ニーズを把握し反映していく必要があります。 

 

（課題） 

■図書館利用拡大に向けたＰＲの充実 

 図書館利用の拡大に向けてホームページや新聞、地域情報誌など多様なメディアを活用

し、あらゆる機会を通して、図書館サービスのＰＲが必要です。  
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■図書館サービスと事業の充実 

 年齢層に応じた図書館サービスの展開と町民のライフステージやニーズに応える図書館

事業の実施が必要です。 

表４ʬ登録者数及び登録率ʭ 

年  度 H29 年度 H30 年度 R１年度 R２年度 R3 年度 

区  分 指定管理第 4 期 指定管理第 5 期 

登録者数 

（人） 

女満別図書館 2,837 2,779 2,881 2,630 2,508 

東藻琴図書館 1,199 1,132 1,096 1,068 1,032 

合計（大空町全体） 4,036 3,911 3,977 3,698 3,540 

登録率

（％） 

女満別図書館 56.8 56.4 59.4 55.5 53.6 

東藻琴図書館 53.1 50.5 49.4 49.4 48.9 

合計（大空町全体） 55.7 54.6 56.3 53.6 52.1 

表５ʬ貸出冊数と町民一人あたりの貸出ʭ 

年度（平成） H29 年度 H30 年度 R１年度 R２年度 R3 年度 

区  分 指定管理第 4 期 指定管理第 5 期 

貸出冊数

（冊） 

女満別 

図書館 31,023 30,651 28,834 24,463 25,855 

メルヘン号 3,167 3,301 2,817 1,692 2,074 

合計 34,190 33,952 31,651 26,155 27,929 

東藻琴 

図書館 20,132 20,252 19,631 18,900 19,830 

メルヘン号 1,041 1,384 1,579 1,698 1,206 

合 計 21,173 21,636 21,210 20,598 21,036 

合  計 55,363 55,588 52,861 46,753 48,965 

団体貸出 

冊数（冊） 

女満別図書館 5,679 6,235 5,413 4,963 6,081 

東藻琴図書館 5,612 6,295 6,577 6,170 6,552 

合  計 11,291 12,620 11,990 11,133 12,633 

町民一人当た

りの貸出冊数

（冊） 

女満別図書館 6.85 6.90 6.53 5.52 5.97 

東藻琴図書館 9.38 9.65 9.56 9.52 9.96 

合  計 7.64 7.76 7.48 6.77 7.21 
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２ 図書館サービス ʷ③レファレンスサービスʷ 

 

（現状） 

レファレンスサービスは、利用者の相談に応じて、必要とする資料や情報を提供し、学習

や調査・研究の支援を行うサービスで、駅や生涯学習センターという特殊事情から観光案内

や問い合わせなど様々な相談が寄せられますが、利用者と資料を結びつける図書館の重要

な業務と位置づけています。令和３年度のレファレンスサービス件数は表６のとおり約 383

件で、その内容は年々高度で難解なものが増えています。このため、職員研修の実施により、

司書をはじめとした図書館職員としての能力向上に努める必要があります。また、専門的な

資料要求に対応するため、オホーツク管内８ヶ市町が加盟する北見地域図書館ネットワー

クや道立図書館、道内図書館等との連携を図っています。 

  

 

（課題） 

■専門職員の確保と育成 

 町民の幅広い学習や調査・研究、ニーズの高まりに的確に応えるためには、多角的な視野

からの様々な知識や情報が必要となります。このため、図書館サービスを担う司書等専門職

員の確保と育成が必要です。 

■レファレンスツールの充実 

 利用者の求めに応じて、必要な資料や情報を提供するためには、参考図書に加え、電子媒

体など各種情報ツールの充実が必要です。また、レファレンス事例のデータベース化や、索

引作成など自館資料の充実も求められます。 

■相互貸借と関係機関との連携 

 町民の専門書等への要望を満たすため、オホーツク管内を中心とした道内各図書館等と

更なる連携が必要です。 

表６ʬレファレンス件数の推移ʭ 

年  度 H29 年度 H30 年度 R１年度 R２年度 R3 年度 

区  分 指定管理第 4 期 指定管理第 5 期 

女満別図書館 参考調査 192 件 149 件 91 件 88 件 94 件 

観光案内 1,605 件 1,742 件 238 件 217 件 155 件 

東藻琴図書館 図書館・その他相談 147 件 158 件 180 件 156 件 134 件 

合  計 1,944 件 2,049 件 509 件 461 件 383 件 
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２ 図書館サービス ʷ④図書館事業ʷ  

 

（現状） 

表７のとおり、指定管理者制度の導入により事業数は直営時と比較すると約２倍に増え

ています。また、実施内容も「図書館劇場」、「手づくり絵本教室」、「文芸創作広場」、「図書

館講座（本の修理・読み聞かせ）」、「絵本作家による講演会」など、生涯各期に合わせた事

業展開に努めており、図書館の利用促進と生涯教育の充実が図られています。しかし、令和

２～３年度は新型コロナウイルス感染拡大の影響により、事業数・事業参加者数いずれも令

和元年度の約半数となっています。 

 

（課題） 

■生涯各期に合わせた事業の展開 

 生涯各期・分野を問わず多くの人が集まる図書館づくりを推進する必要があります。 

■住民ニーズの把握 

 住民が求めている事業を的確に捉え、提供していく必要があります。 

■事業周知の充実  

 ホームページ、町広報、図書館だよりなどの媒体により、幅広く事業等を周知する必要が

あります。 

表７ʬ事業数・事業参加者数の推移ʭ 

年  度 H29 年度 H30 年度 R１年度 R２年度 R3 年度 

区  分 指定管理第 4 期 指定管理第 5 期 

事業数 

（回） 

女満別図書館 70 70 68 50 38 

東藻琴図書館 37 35 44 36 28 

合  計 107 105 112 86 66 

事業参加者数 

（人） 

女満別図書館 522 600 603 350 298 

東藻琴図書館 349 309 301 184 183 

合  計 871 909 904 534 481 

 

２ 図書館サービス ʷ⑤移動図書館車巡回サービスʷ 

 

（現状） 

国の緊急総合経済対策「住民に光をそそぐ交付金」の活用により、平成２３年度に更新し

た移動図書館車「メルヘン号」は、町内１４箇所を巡回しています。遠くてなかなか図書館

まで来られない方や各学校の児童・生徒へのサービスとして、毎月１２日～１５日間程度運

行しています。 
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 令和３年度は、表５のとおり女満別地区で２，０７４冊、東藻琴地区で１，２０６冊の貸

出しがありました。 

（課題） 

■町民ニーズに合わせた地域ステーションの設置  

 各ステーションで利用状況に大きな差があるため、住民ニーズを的確に把握し、地域ス 

 テーション及び巡回時間等を設定する必要があります。 

■利用促進のための方策  

 移動図書館車の利用拡大に向けてホームページや新聞、地域情報誌など多様なメディア 

を活用した移動図書館車サービスのＰＲが必要です。また、従来のサービス以外に地域巡回

による新たなサービスを検討していく必要があります。 

表８ʬ移動図書館車ステーション数ʭ 

年度（平成） H29 年度 H30 年度 R１年度 R２年度 R3 年度 

区  分 指定管理第 4 期 指定管理第 5 期 

ステーシ 

ョン数 

（箇所） 

女満別地区 15 15 12 12 9 

東藻琴地区 7 7 7 7 5 

合計（大空町全体） 22 22 19 19 14 

 

２ 図書館サービス ʷ⑥ボランティア活動ʷ 

 

（現状） 

大空町には女満別地区に「おはなしのへや」、東藻琴地区に「読み聞かせサークル森のお

話ふくろう」の２つのボランティア団体があります。「おはなしのへや」は女満別小学校で

読み聞かせのボランティア活動を行っています。「読み聞かせサークル森のお話ふくろう」

は、東藻琴図書館の古本市の開催や「おはなしたいむ」として毎月第３土曜日に読み聞かせ

を行うなど、図書館サービスの向上を支援していただいています。また、「大空町図書館サ

ポーター」として個人によるボランティア活動を行っています。 

 今後もそれぞれのボランティア団体と連携を密にし、図書館サービスの向上に努めると

ともに、ボランティア団体に対する支援を継続的に行っていく必要があります。 

 

（課題） 

■ボランティア団体に対する支援 

 図書館において地域で側面から支えてもらうボランティア団体の存在は必要不可欠です。

しかし、それぞれの団体とも会員が減少傾向にあり、今後の活動の不安要素となっています。

図書館側からのアプローチを積極的に行い、図書館ボランティア団体の活動を積極的に支

援していく必要があります。 
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２ 図書館サービス ʷ⑦図書館施設の活用ʷ 

 

（現状） 

女満別図書館には、照明・音響機器を有した舞台のある多目的ホールや町民の創作活動で

利用できる工房があり、各種講座やイベント等を開催しています。また、町民の自主的な学

習活動や読書会、文化活動等の場として、それぞれの部屋を貸し出しています。 

 

（課題） 

 町民が読書活動などを通して学んだ成果を発表する場の提供や、学習の成果を活用する

仕組みづくりが求められています。 

 

３ 運営体制 

 

（現状） 

大空町の図書館は、平成１９年より民間活力の導入により図書館活動を充実しようと指

定管理者制度を導入し、行政と綿密な連携を図りながら管理・運営に努めています。 

 

（課題） 

■町民との協働による図書館サービスの推進  

 町民と行政のパートナーシップに基づき、図書館サービスの効果的な実施に向けてさら

なるボランティアの参加が求められています。  

■効率的な図書館運営の検討  

 指定管理の評価・検証及び図書館の諮問機関である「大空町図書館協議会」の意見を踏ま

え、より効率的な図書館運営が求められており、司書や図書館業務に精通した職員の確保・

育成が必要です。  

■図書館運営の自己評価システムの確立      

 町民により良い図書館サービスを提供するため、図書館運営に関する自己評価システム

を実施継続し、評価結果等に基づき効率的な図書館運営をしていくことが必要です。 
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第３章 計画の基本的な考え方 

 

１ 基本理念 

 

「人を育み心をつなぎ地域を拓く教育」を概念とした大空町教育推進計画の基本理念で

ある「基盤づくり」と「自立と共生（人づくり）」の精神をうけ、この計画では、図書館

の使命である「資料・情報提供」を「基盤づくり」、様々な活動をサポートする図書館の

役割を「人づくり」ととらえ、情操と感性を育み地域をつなぐ情報拠点としての“人をつな

ぎ暮らしに役立つ図書館”を本計画の基本理念とします。  

 

 ２ 基本目標 

 

町図書館の現状と課題を踏まえ、５つの基本目標を定めます。 

 

●基本目標１ 町民の生涯にわたる自主的な学習を応援する図書館  

●基本目標２ 人と本、地域をつなぐ図書館  

●基本目標３ 郷土資料の活用に努め、豊かな文化を創造する図書館  

●基本目標４ 学校・家庭・地域を結び、地域教育力の向上を支える図書館  

●基本目標５ 暮らしや仕事、地域活動に役立つ図書館 

 

 

 

第 4 章 具体的な施策 

 

１ 基本目標１ 町民の生涯にわたる自主的な学習を応援する図書館 

 

町民一人ひとりの自主的・自発的な学習活動を支え、町民誰もが、いつでも、どこで

も、等しく公平な図書館サービスを受けられるよう、魅力ある蔵書の構築やサービスの充

実を図り、身近で便利で自由に利用できる図書館環境を実現します。 

 

【施策の方向】 

① 町民が、だれでも、どこに住んでいても、図書館サービスを利用できる仕組みづく 

りを目指します。 
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●いつでも入りやすい図書館環境の整備  

  ●移動図書館車メルヘン号によるサービスの充実 

  ●図書館電算システムの機能向上  

  ●図書館情報の発信（図書館だより・ホームページの充実等） 【重点事項】 

  ●図書館未利用者へのＰＲの充実   

  ●専門的な資料要求に対応する相互貸借の充実（北見地域図書館ネットワークや道立 

図書館、道内図書館等との連携） 

  ●定住自立圏域内の図書館連携の強化 

  ●利用しやすい読書環境のための計画的な図書館の施設や備品等の改修・更新 

●ブックポストの増設検討【新規事項】 

●喫茶スペースの設置【新規事項】 

 

 

② 町民のニーズに応えることができる豊富な蔵書と情報体系を構築します。 

 

●利用者の読書活動、学習活動を支援できる体制の充実 

●専門書の充実  

  ●紙媒体、電子媒体などの蔵書の充実とインターネットを活用した効率的な資料・情

報提供の推進  

  ●豊富な資料を適切に保管できる書庫の確保・充実 

●電子書籍の導入検討【重点事項】 

●視聴覚資料の貸出サービスの実施拡充 

 

③ 生涯各期においてきめ細かなサービスを提供します。 

 

  ●すべての世代に応じた図書館サービスの充実  

  ●高齢者・障がいのある方のための資料（大活字本、朗読ＣＤ、点字図書等）の充実  

  ●高齢者施設等への団体貸出の拡充及びボランティアとの協働による出向サービスの

実施 

 

④ 効果的・効率的で質の高い図書館運営を目指します。 

 

●町民１人当たりの貸出件数の拡充の検討  

  ●図書館運営の工夫  

  ●運営状況評価を踏まえた効率的な図書館運営の確立  

  ●図書館の自己評価の実施継続 
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２ 基本目標２ 人と本、地域をつなぐ図書館  

 

生涯学習の機会や活動、交流の場を提供するとともに、学習の成果を発表したり、ボラ

ンティア活動として社会参加するきっかけづくりを行います。そして、誰もが気軽に立ち

寄れる、居心地の良い空間を提供し、子どもから大人までが読書や学習の場として、くつ

ろげ、潤いのある町民のオアシスとなる図書館を目指します。 

 

【施策の方向】 

① 生涯学習の機会や活動・発表の場、交流の場、心の潤いを満たす場となる図書館を 

目指します。 

 

●読み聞かせ会等の開催  

  ●学習活動や調べものに役立つための講座の開催【重点事項】  

  ●学習の成果を発表する場の提供  

  ●乳幼児から高齢者まで生涯各期の交流の場（たまり場的要素を持った場）の提供 

 

② 町民とのパートナーシップを推進し、町民とともに成⾧する図書館を目指します。 

 

  ●各種ボランティアの養成及び支援  

  ●町民との協働による図書館サービスの実施 

 

３ 基本目標３ 郷土資料の活用に努め、豊かな文化を創造する図書館 

 

大空町の文化、歴史に関する郷土資料は、町民の大切な財産です。図書館は、地域の記

録や記憶を財産として蓄積・継承し、次代に伝える役割を担っています。郷土資料を網羅

的に収集し、適切な整理・保存を行い、町民が活用できるよう整備して、地域性豊かな文

化を創造します。 

 

【施策の方向】 

① 郷土資料を収集・保存し、未来へ継承します。 

 

●ホームページを活用した郷土資料の情報発信  

  ●郷土資料の収集と保存・公開、貴重な映像資産の保存【重点事項】  

  ●郷土資料室・行政資料コーナー等との連携  

  ●郷土資料のデジタル化の推進 
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② 大空町の歴史・文化・経済・産業等に関する資料収集など、地域資料の集積に務め 

ます。 

 

●各種関係機関との連携による郷土史関連事業の実施 

  ●町民活動資料の収集・保存 

  ●郷土史作成に対する支援・協力 

 

４ 基本目標４ 学校・家庭・地域を結び、地域教育力の向上を支える図書館 

 

図書館と学校や家庭、地域が連携し、次代を担う子どもたちが、読書を通じて楽しく学

びあう環境づくりを進めます。大人や地域が子どもたちに関わることにより、それぞれの

教育力の向上を支援します。 

 また、学校図書館の充実のため、司書による学校巡回支援をより充実するとともに、図

書館と学校間の情報交換を積極的に行うなど、相互の連携強化を図ります。 

 

【施策の方向】 

① 子どもたちの読書活動と自主的な学習活動を支援します。 

 

●読書の楽しさを知るきっかけづくり事業の実施  

  ●学習課題解決の支援（調べ学習・自由研究の援助等）  

  ●子どもを対象とした郷土資料の紹介や情報発信  

  ●障がいのある子どものための資料収集・提供【重点事項】 

 

② 子どもの読書環境を整備し充実に努めます。 

 

●「第４次大空町子どもの読書活動推進計画」の推進 

 

③ 地域における家庭教育支援事業に協力します。 

 

●子育て支援事業への協力や交流の場の提供【重点事項】 

  ●保護者のための図書館利用講座や読書相談の実施 
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④ 学校との連携を強化し、学校図書館への支援を充実します。 

 

●団体貸出の継続 

  ●資料情報の提供・情報交換の実施  

  ●学校図書館担当教諭との連携強化 

 

５ 基本目標５ 暮らしや仕事、地域活動に役立つ図書館 

 

暮らしに身近な、医療や健康の情報、法律に関する情報、就業や食に関する情報など、様々

な生活課題に対応する資料や情報を提供するとともに、町民が抱えている地域の課題の解

決に役立つ図書館を目指します。 

 

【施策の方向】 

① 日々の暮らしや仕事、地域の特性やまちづくりなど、地域の課題に応える情報を提供・ 

発信します。 

 

●町民が必要とする情報の収集及び発信  

  ●レファレンスツール（図書や言葉など、調べることに必要な媒体）の充実  

  ●司書等専門職員の確保と育成  

  ●レファレンス事例のデータベース化や索引作成による情報提供  

  ●学校など各種教育機関との連携による共同事業の実施  

  ●企業や関連機関との連携による情報提供の充実 

 

② 町民自らがインターネット等により情報を取得できるように、 ＩＣＴ（情報通信技術） 

環境を整備します。 

 

  ●インターネット利用者端末機の利用促進 

  

第５章 計画の推進に向けて 

この計画は、次の４つの視点を踏まえて推進します。  

 ○この計画の進行及び管理は、大空町図書館が行い、各種統計やアンケート等の結果や 

成果指標を参考に、実施状況を検証し、図書館協議会に随時報告します。  

 ○運営状況については、毎年度、図書館協議会に報告します。 

 ○運営状況の評価については、この計画における事業等の推進に活用します。 

 ○この計画で掲げた施策の実現に向けて、必要に応じて個別のサービスプランを作成し 

ます。 
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１．大空町図書館についてのアンケート調査の実施概要と集計結果 

      

（１）アンケート調査の実施概要 

 

（２）アンケート調査の集計結果 

 

２．大空町図書館についてのアンケート調査の考察・グラフ 

 

３．諮問・答申関係書類 

 

 

 

  

資 料 編 
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図書館についてのアンケート調査の実施概要 

 

調査実施概要 

 

（１）調査目的 

より多くの町民に利用され、愛される図書館を目指し、町民の図書館運営 

に関する要望を把握するための質問調査を実施することにより、令和５ 

年度から始まる「大空町図書館第４期５か年計画」策定に伴う基礎資料 

とする。  

 

（２）調査対象 

   ①町内施設来館者 

・女満別図書館、東藻琴図書館 

・女満別研修会館、東藻琴農村環境改善センター 

・女満別ゲートボールセンター 

・女満別Ｂ＆Ｇ海洋センター、東藻琴Ｂ＆Ｇ海洋センター 

・女満別農業構造改善センター、ふれあいセンターフロックス 
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   ②社会教育関係団体 

    ・自治会女性部連絡協議会 

    ・青年団体協議会 

・青年団体連携会議 

・文化団体協議会 

・子ども会育成連絡協議会 

・郷土・歴史文化保勝会 

・生涯学習奨励員協議会 

・ことぶき大学 

・放課後子どもプラン推進事業運営委員会 

・社会教育委員 

    ・青少年健全育成指導員会議 

    ・文化財保護審議会 

    ・スポーツ推進委員 

 

 

 

 



19 
 

（３）質問調査回答フォームに入力、または回答用紙に記入 

（調査名：「大空町図書館についてのアンケート」） 

 

（４）調査実施期間 

  令和４年９月１６日～１０月１１日 

 

（５）回収数  

 ２０７人 
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(1) 44 22.6% 3
(2) 54 27.7% 2
(3) 26 13.3%
(4) 5 2.6%
(5) 0 0.0%
(6) 66 33.8% 1
(7) 61 26.2%

(1) 110 47.2% 1
(2) 7 3.0%
(3) 32 13.7% 2
(4) 0 0.0%
(5) 23 9.9%
(6) 6 2.6%
(7) 5 2.1%
(8) 8 3.4%
(9) 29 12.4% 3
(10) 13 5.6%
(11) 58 24.9%

(1) 20 9.9%
(2) 71 35.1%
(3) 111 55.0%
(4) 31 13.3%

(1) 17 9.2%
(2) 76 41.3%
(3) 91 49.5%
(4) 49 21.0%

(1) 21 23.6% 3
(2) 27 30.3% 2
(3) 33 37.1% 1
(4) 8 9.0%
(5) 144 61.8%

無回答

無回答

無回答

無回答

無回答

ぜひ利用したい

利用しない

館内で本・雑誌を読む

本・雑誌などを使って調べものをする

その他

館内で新聞を読む

タブレット端末

本・雑誌・視聴覚資料などを借りる

館内で視聴覚資料を視聴する

問13　電子書籍はどのような媒体で利用したいですか。

自宅のパソコン

問11　あなたは電子書籍に興味はありますか。

すでに利用している
利用したことはないが、興味はある
興味はない

問12　図書館で電子書籍の貸し出しが始まったら利用したいですか。

夜（午後６時～午後８時）
終日

調べものについて図書館職員に相談する
椅子・机などを利用する 
講座・教室・読み語りなどの行事に参加する
子どもと一緒に本を読む

内容によるが利用したい

問９　よく利用される時間帯はありますか（複数回答可）。

午前中（午前１０時～１２時）

問10　あなたは、何を目的に大空町図書館へ来館されますか（２つまで選択）。

午後（１２時～４時）
夕方（午後４時～６時）

特に決まっていない

50.5%

45.0%

スマートフォン
その他
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令和４年１１月２日 

 

大空町図書館協議会 

会長 村 上  守 様 

 

 

大空町教育委員会 

教育長 関 谷 正 樹 

 

 

大空町図書館第４期５か年計画について（諮問） 

 

今日、わたしたちを取り巻く社会環境はめまぐるしく変化を続けていますが、特に情報

技術の革新は目覚ましいものがあります。 

ＩＣＴ（情報通信技術）の発達により、誰でも様々な情報が簡単に引き出せるようにな

り、くらしの豊かさを求める情報を収集しようとする町民の欲求が高くなっています。 

図書館は地域の情報の発信基地として役割を担い、たえず新しい情報を地域住民に提供

するとともに、生涯学習の拠点施設として大きな期待が寄せられています。 

本町の計画期間が令和４年度をもって終了することから、これまでの様々な課題を整理

しながら、ますます高度化、個別化する住民の学習要求に対応できる利用しやすい図書館

づくりを目指すため、「大空町図書館第４期５か年計画」について諮問いたします。 

 

 

記 

 

１ 諮問事項   「大空町図書館第４期５か年計画」 
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令和５年３月３０日 

 

 

大空町教育委員会 

教育長 関 谷 正 樹 様 

 

大空町図書館協議会 

会長 村 上  守 

 

大空町図書館第４期５か年計画について（答申） 

 

本審議会では、令和４年１１月２１日に大空町教育委員会から諮問を受け、図書館が地

域の情報の発信基地として役割を担うため、現況の様々な課題を整理しながら 

これからの大空町の図書館の在り方について、求められる図書館環境の整備、サービス

向上の継承と発展に向け、図書館サービスの基本理念を明らかにし、総合的に図書館機能

の充実を推進していくための「大空町図書館第４期５カ年計画」の基本方針及び施策のあ

り方などの諮問事項について検討を重ねた結果、別冊のとおり基本計画を策定したので答

申します。 

この計画の推進にあたっては、「人を育み心をつなぎ地域を拓く教育」を概念とした大空

町教育推進計画の基本理念である「基盤づくり」と「自立と共生（人づくり）」の精神をう

け、図書館の使命である「資料・情報提供」を「基盤づくり」、様々な活動をサポートする

図書館の役割を「人づくり」ととらえ、地域の情報拠点として前期計画に引き続き「人を

つなぎ暮らしに役立つ図書館」を本計画の基本理念とし、図書館での様々な活動が取り組

まれることを期待します。 

地方自治を取り巻く厳しい財政事情の中ではあるが、関係部局の連携を図りながら、本

町の「大空町図書館第４期５か年計画」を策定し、さまざまな知恵を出し、工夫をしなが

ら、町民の協力を得て、その計画に基づく諸施策が着実に推進されるよう求めます。 

 


